
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円
8,181,000 260,992,800 0 269,173,800

円 円 円 円
6,500,000 160,073,000 0 166,573,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事 業 の 改 善 措置 及び
今 後 の 対 応

事業評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

〔補助事業の成果及び評価〕
工事完了後、職員及び保護者へ聞き取り抽出調査を実施したところ、工
事前に比べ保育園の環境が向上したという結果が出たので、児童福祉
の増進に資する環境の整備ができたと判断する。

〔地域住民への周知の状況〕
・市の広報誌及びホームページに交付金事業である旨を記載
・保護者に配布する工事説明資料において、交付金事業である旨を記
載
・工事現場に看板等で交付金事業である旨を表示

　無

　無

　平成２６年度から平成２７年度

事業費及び交付 金額

２６年度まで ２７年度 ２８年度予定 計

事業費

交付金額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　社会福祉施設：立川市立中砂保育園大規模改修事業

　立川市

　立川市栄町５丁目３８番地の１

　本市中砂保育園は昭和４３年に建築し、保護者の就労や疾病等により
保育に欠ける就学前の児童を対象に、児童福祉の増進を図るため保護
者に代わり保育を実施してきたものであるが、築後４５年が経過しており、
雨漏りなど老朽化が著しい状況のため、保育環境の機能を取り戻し、園
児、保護者、職員の安全を確保するための整備を要する状況にある。
　また、各種設備についても部分的な修繕での対応が限界に達してお
り、引き続き安定的に使用するためには、当該設備の更新が必要となっ
ているところである。
　このため、同保育園の改修を行い、機能維持を図るとともに、バリアフ
リー化及びペアガラス採用による冷暖房の効率化により、保育環境の向
上と園児、保護者、職員の安全が確保される環境を整え、今後も安定的
に使用できるよう措置を講ずることで、児童福祉の増進に資する環境を
整備する。

【参考指標】
・園児数（各年度4月1日現在）
　平成24年度・117人、平成25年度・117人、平成26年度・116人
・修繕状況
　　平成24年度　24件・1,477,404円
　　平成25年度　17件・946,471円
　　平成26年度　9件・868,974円

　改修工事　Ａ＝1,046.67㎥


